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ス
ウ
ィ
ー
ト
ル
ー
ム

私
が
絵
を
日
常
的
に
制
作
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
地
元
・
神
戸
の
大
学
の
美
術
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
か
ら

で
す
。
今
か
ら
８
年
前
の
こ
と
で
す
が
、
や
は
り
最
初
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
人
物
や
静
物
を
描
い
て
い
た
よ

う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
小
さ
な
集
団
の
こ
と
で
す
の
で
、
皆
に
ほ
め
ら
れ
た
り
、
お
だ
て
ら
れ
た

り
し
た
せ
い
で
、
気
を
よ
く
し
て
し
ま
い
、
今
日
に
至
る
ま
で
ず
っ
と
絵
と
向
き
あ
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
３
年

間
の
制
作
上
の
テ
ー
マ
は
「
ス
ウ
ィ
ー
ト
ル
ー
ム
」
と
い
い
ま
す
が
、
少
し
変
わ
っ
た
作
風
な
の
で
、
よ
く
友

人
に
「
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
の
か
」
と
尋
ね
ら
れ
ま
す
。

私
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
人
に
絵
を
観
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
、
そ
の
半
面
、
自
分
の
為
だ
け
に
制
作
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
作
品
は
大
袈
裟
に
言
え
ば
自
分
の
精
神
安
定
装
置
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
れ
は

制
作
中
、
あ
る
い
は
完
成
品
を
前
に
し
た
時
、
あ
る
種
の
別
空
間
を
手
に
入
れ
た
よ
う
な
、
秘
密
の
隠
れ
家
を

見
つ
け
た
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
分
に
な
れ
る
か
ら
で
す
。
今
回
の
こ
の
作
品
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
私
が

好
き
な
神
戸
の
海
と
山
と
を
パ
ノ
ラ
マ
に
し
た
秘
密
の
部
屋
ｌ
甘
い
生
活
が
あ
る
だ
ろ
う
こ
の
蜜
室
（
ス
ウ
ィ

ー
ト
ル
ー
ム
）
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
こ
れ
を
観
た
方
々
と
共
有
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
先
の
友
人
に
も

そ
の
よ
う
に
答
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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〈ポリエステル6 5％･ピｽ ｺ ｰ ｽ 3 5 ％､ 4 - 1 0 才）
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〔男の子〕トレーナー･ ･…･ ･…………1 1 , 0 0 0 円
（綿7 0 ％･ ポリエステル3 0 ％､ ４～1 6 才）
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さまざまな着こなしが楽しく、しかもリーズナ
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独特のテイストをアレンジし、独自のスタイ
ルを確立しているクリークスは､ いまや旧居
留地発カジュアルの強力な一翼をになっ
ています８’８９にデビューのミス･ クリークス
は､ あくまでもパリ発信のシックな日常着を
提案。クリークス･ジュニアは、ｱ ﾀ ﾂ ﾚ ﾄ の
感性に準じてデザイン。日本の子供服に
は見られないフレンチっぽさが小粋で戎

〆
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川
瀬
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
田
辺

先
生
に
は
に
し
む
ら
加
誹
北
野
店
会
員

制
の
最
初
よ
り
会
員
に
お
入
り
頂
い
て

お
り
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

田
辺
こ
こ
に
来
る
と
落
ち
着
き
ま
す

ね
。
加
誹
も
お
い
し
い
し
・
・
・
・

川
瀬
私
は
田
辺
先
生
の
「
姥
ざ
か
り
」

シ
リ
ー
ズ
の
大
フ
ァ
ン
で
、
欠
か
さ
ず

読
ま
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
私
ぐ
ら
い

の
年
齢
の
活
字
ば
な
れ
の
進
ん
だ
も
の

に
で
も
、
す
っ
と
読
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

☆
に
し
む
ら
伽
排
文
庫

女
主
人
は
神
戸
の
歌
子
さ
ん

ゲ
ス
ト
／
田
辺
聖
子
さ
ん
八
作
家
Ｖ

ビ
デ
オ
に
田
辺
先
生
が
デ
レ
ビ
で
に
し

む
ら
加
排
を
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
時
の

フ
ィ
ル
ム
も
入
っ
て
い
る
の
で
す
よ
。

田
辺
先
生
が
「
ダ
ン
ス
と
空
想
」
と
い
う

小
説
を
書
か
れ
た
後
に
、
神
戸
の
舞
台

と
な
っ
た
地
を
回
ら
れ
る
と
い
う
番
組

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
田
辺
先
生
の
好

き
な
場
所
と
い
う
こ
と
で
、
に
し
む
ら
瑚

排
の
こ
と
を
言
っ
て
頂
い
た
の
で
し
た
。

田
辺
「
ダ
ン
ス
と
空
想
」
は
神
戸
の
女

の
子
群
像
と
街
を
描
い
た
の
で
す
。
と
こ

ろ
で
、
川
瀬
さ
ん
の
お
着
物
は
い
つ
も
ご

自
分
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
の
で
す
か
。

川
瀬
ほ
と
ん
ど
そ
う
な
ん
で
す
。
い

つ
か
私
が
デ
ザ
イ
ン
を
し
た
百
人
一
首

の
着
物
を
着
て
い
ま
し
た
時
、
田
辺
先

生
が
ご
覧
に
な
っ
て
、
お
褒
め
頂
き
ま

し
た
ね
。
さ
っ
そ
く
ご
自
分
の
小
倉
百

人
一
首
の
解
釈
の
本
を
送
っ
て
頂
い
て

感
動
致
し
ま
し
た
。
今
日
の
着
物
は
加

賀
友
禅
の
由
水
十
久
氏
の
も
の
で
こ
う

い
う
上
品
な
の
は
私
に
は
似
合
わ
な
い

の
で
す
が
、
お
正
月
の
こ
と
と
て
、
今

日
初
め
て
袖
を
通
し
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

お
書
き
に
な
る
ご
予
定
で
す
か
。

田
辺
昨
年
よ
り
の
連
載
で
、
中
央
公

論
に
「
道
頓
堀
の
雨
に
別
れ
て
以
来
な

り
」
と
、
月
刊
ア
サ
ヒ
に
「
秋
灯
机
の

上
の
幾
山
河
」
を
書
き
ま
す
。

川
瀬
そ
れ
は
楽
し
み
で
す
。
私
も
第

一
線
は
社
長
に
譲
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

何
年
経
っ
て
も
常
に
原
点
に
戻
っ
て
に

し
む
ら
の
心
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

邑引

鴬圭宇蕊型

円初聖子さん川瀬喜代子会長

田
辺
川
瀬
さ
ん
の
よ
う
に
女
性
が
い
つ

ま
で
も
若
々
し
く
美
し
く
が
ん
ば
っ
て
い

る
姿
を
見
る
と
私
も
嬉
し
く
な
り
ま
す

ね
。
川
瀬
さ
ん
は
「
神
戸
の
歌
子
さ
ん
」
ね
。

川
瀬
ま
あ
、
い
い
お
言
葉
を
頂
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

田
辺
お
仕
事
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
が
い
い
の
で
す
ね
。

川
瀬
田
辺
先
生
は
「
姥
ざ
か
り
」
の

よ
う
な
軽
い
も
の
を
書
か
れ
る
一
方
で
、

「
花
衣
ぬ
ぐ
や
ま
つ
わ
る
。
・
・
・
わ
が
愛

の
杉
田
久
女
」
の
よ
う
な
重
厚
な
も
の

も
お
書
き
に
な
り
、
大
し
た
も
の
だ
と

尊
敬
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
あ
れ

だ
け
調
べ
る
だ
け
で
も
大
変
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
す
か
。

田
辺
五
年
か
か
り
ま
し
た
。

川
瀬
田
辺
先
生
が
女
の
生
き
方
を
あ

れ
だ
け
の
情
熱
と
愛
情
を
も
っ
て
書
い

て
お
ら
れ
る
の
に
は
本
当
に
感
動
致
し

ま
す
。
実
は
昨
年
の
暮
れ
に
創
業
よ
り

四
十
七
年
間
の
に
し
む
ら
加
俳
の
足
跡

を
ま
と
め
た
ビ
デ
オ
を
一
年
が
か
り
で

つ
く
り
ま
し
て
ね
・
に
し
む
ら
卯
俳
は
今

の
社
員
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
生

ま
れ
た
頃
に
創
業
し
て
い
ま
す
の
で
、
私

が
生
き
て
い
る
間
に
誰
も
知
ら
な
い
頃

の
に
し
む
ら
瑚
排
の
歴
史
を
社
員
に
教

え
て
お
き
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
そ
の
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茶話

、

怪 会

雨『エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
ゲ
ラ
ン
パ
リ
が

オ
ー
プ
ン
２
周
年
を
記
念
し
て
茶
話
会
を
開
き

ま
し
た
。
今
回
は
店
長
の
後
藤
さ
ん
に
茶
話
会

の
こ
と
な
ど
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

オ
ー
ブ
ン
２
周
年
記

茶
話
会

』

置里“号j 読想喝

G U E R l A l N
EARlS

ホテルオークラ神戸店
の

L－』

エレガントタイム
■

室
虞
恥
偶
船
Ⅶ
呼
釧
隅
賑
ｒ
回
▲

2 周年記念

角

、
ヨ

ノ

篭

ジャグジーバス

吃
月
１
日
㈱
と
旧
日
出
に
２
周
年
を

記
念
し
て
会
員
の
皆
様
、
会
員
の
お
友

達
と
茶
話
会
を
開
き
ま
し
た
。
ゲ
ラ
ン

独
自
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
、
フ
ェ
イ
シ

ャ
ル
、
ボ
デ
ィ
の
ハ
ン
ド
テ
ク
ニ
ッ
ク

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
。
ゲ
ラ
ン

独
自
の
手
の
お
手
入
れ
（
ハ
ン
ド
フ
ィ

ジ
ブ
ル
パ
ッ
ク
）
体
験
。
お
肌
の
深
部

ま
で
ご
覧
頂
け
る
ス
キ
ン
ケ
ァ
チ
エ
ッ

ク
。
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
の
歴
史
紹
介
。
プ

ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
メ
イ
ク
ア

ド
バ
イ
ス
。
洗
練
さ
れ
た
指
先
を
演
出

す
る
ネ
イ
ル
・
ハ
ン
ド
ケ
ア
ー
体
験
な

ど
。
ゲ
ラ
ン
の
魅
力
を
ご
満
喫
し
て
頂

き
ま
し
た
。

今
後
も
月
２
回
（
１
月
は
幅
日
山
、
副

日
倒
）
茶
話
会
を
実
施
致
し
ま
す
の
で

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
ま
せ
。
ゲ
ラ
ン
パ
リ
を
は

じ
め
て
ご
来
店
頂
く
方
も
ご
参
加
し
て

頂
け
ま
す
。

●
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
ゲ
ラ
ン

パ
リ
は
完
全
個
室
制
に
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ル
ー
ム
で
ゆ

っ
た
り
と
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
し
て
頂

い
て
い
ま
す
。
静
か
な
環
境
の
中
で
最

高
の
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
用
し
、
ハ
ン
ド
に
よ
る
ゲ
ラ
ン
独
自

の
マ
ヅ
サ
ー
ジ
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
客
様
も
安
心
し
て
お
越
し
頂
い
て
お

り
ま
す
。

設
備
も
充
実
し
て
、
ゲ
ラ
ン
の
メ
イ

ク
ア
ッ
プ
用
品
を
ご
自
由
に
使
え
る
、

清
潔
感
の
あ
る
メ
イ
ク
ル
Ｉ
ム
、
外
の

景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
お

体
の
お
疲
れ
を
癒
す
こ
と
が
で
き
る
、

ジ
ャ
グ
ジ
ー
＆
サ
ウ
ナ
ル
ー
ム
。
身
も

心
も
ゆ
っ
た
り
お
く
つ
ろ
ぎ
頂
い
た
後

に
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
に
お
入
り
頂
い
て

お
り
ま
す
。

鐘，- - 1

￥

神戸市中央区波止場町2 - 1
メリケンパーク内

ホテルオークラ神戸7 Ｆ

TEL.(078)391-7811
担当後藤

と“諺塗今錘崖

GuERl-AlN
nARIS

ホテルオークラ神戸店
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ｂＯ

こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す
。

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
心
の
手
帖
で
す
。

表
紙
／
故
小
磯
良
平
シ
リ
ー
ズ
「
舞
↓
Ｚ
（
中
の
坊
瑞
苑
所
蔵
）

セ
カ
ン
ド
カ
パ
ー
／
西
村
功
「
神
戸
市
立
博
物
館
出
入
口
」

目
次
／
福
井
恵
子

Ⅱ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ｃ
Ｃ
Ｏ
部
／
山
腰
ま
叫

胴
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
“
／
阿
部
泰
久

側
あ
る
集
い
／
港
ま
ち
神
戸
を
愛
す
る
会
・
嘩
啄
塾

肥
コ
ウ
ベ
ス
ナ
ッ
プ
／
神
戸
カ
メ
ラ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
オ
ー
プ
ン
・

神
戸
市
北
水
道
局
北
セ
ン
タ
ー
完
成
・
藤
本
ハ
ル
ミ
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

Ｗ
第
旧
回
神
戸
文
学
黄
受
賞
／
楽
ミ
ュ
ウ

旧
ア
ー
ト
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
／
古
巻
和
芳

訓
私
の
意
見
／
「
自
分
た
ち
の
持
っ
て
い
る
も
の
を
分
か
ち
合
う
」

ア
ナ
マ
リ
ア
・
レ
オ
ン
ハ
ー
ト

調
ポ
エ
ム
・
ド
・
コ
ウ
ベ
／
「
初
夢
」
多
田
智
満
子
／
絵
・
石
阪
春
生

斜
随
想
二
題
／
小
田
栗
一
・
福
井
恵
子

弱
れ
ん
さ
い
エ
ッ
セ
イ
／
「
書
き
初
め
」
田
中
千
佳
／
絵
・
西
村
功

胡
私
と
神
戸
／
「
神
戸
・
わ
が
友
余
多
」
小
池
一
夫
／
絵
・
灘
本
唯
人

㈹
新
春
さ
わ
や
か
対
談
「
心
の
ふ
る
さ
と
”
但
馬
鰯
理
想
の
都
か
ら
新
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
創
造
を
』
貝
原
兵
庫
県
知
事
・
高
島
進
子

岨
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
座
談
会
／
「
Ｊ
Ｃ
Ｉ
世
界
会
議
神
戸
大
会
に
向
け
て
」

木
下
健
・
西
村
理
・
福
井
有
・
永
田
耕
一
・
阿
部
泰
久

馳
「
神
戸
っ
子
ガ
ン
パ
レ
」
／
永
島
昭
浩
．
和
田
昌
裕
（
ガ
ン
パ
大
阪
）

弱
ぴ
っ
と
い
ん

訂
地
域
文
化
論
／
コ
テ
ィ
テ
ー
ル
（
詳
細
部
）
が
建
築
の
価
値
を
生
む
」
嶋
田
勝
次

記
シ
ア
タ
ー
ポ
シ
ェ
ッ
ト
、
周
年

別
話
題
の
ひ
ろ
ば
／
蝋
田
洋
出
版
妃
念
と
ご
苦
労
さ
ま
会

引
神
戸
と
住
友
①
／
藤
本
鐙
雄

唾
藤
本
ハ
ル
ミ
作
品
集
「
流
れ
る
季
節
に
…
」
完
成
Ｉ

胡
Ｏ
ｈ
ｌ
タ
カ
ラ
ヅ
カ
／
真
琴
つ
ば
さ
・
麻
野
佳
世

阻
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト

刊
神
戸
っ
子
同
窓
生
交
歓
／
関
西
合
同
三
田
会
カ
メ
ラ
・
栗
原
敏
明

加
神
戸
の
お
鯉
さ
ん
／
三
上
裕
子
・
藤
井
裕
子

醜
嘉
納
千
紗
子
の
匡
四
茎
．
画
ァ
『
｛
／
１
月
「
炎
」

明
シ
ュ
ガ
ー
ラ
ン
ド
を
探
し
て
。
⑩
／
「
逃
げ
去
る
恋
」
白
羽
弥
仁

噸
亀
井
一
成
の
ズ
ー
ム
・
Ｉ
Ｎ
・
Ｚ
Ｏ
Ｏ

伽
ふ
た
た
び
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
Ｐ
の
研
究
室
／
岡
田
淳

Ⅲ
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
片
手
に
ブ
ラ
ジ
ル
一
人
歩
き
／
右
近
雅
夫

Ⅲ
有
馬
歳
時
記
『
有
馬
の
精
進
料
理
』

Ⅲ
神
戸
を
福
祉
の
街
に
／
「
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
に
保
育
所
を
つ
く
り
た
い
」
橋
本
明

凶
シ
ネ
マ
試
写
室
／
「
ゆ
く
年
・
く
る
年
き
ら
め
く
映
画
カ
レ
ン
ダ
ー
」
淀
川
長
治

賎
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

棚
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

剛
Ｋ
Ｆ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス

Ⅲ
る
ぽ
・
え
つ
せ
い
神
戸
⑯
／
「
街
角
に
訪
ね
る
中
国
文
化
の
香
り
』

田
辺
員
人
／
カ
メ
ラ
・
池
田
年
夫

町
神
戸
っ
子
倶
楽
部
会
員
愉
報

剛
第
旧
回
神
戸
文
学
賞
発
表
・
選
考
座
談
会

椛
第
旧
回
神
戸
文
学
賞
受
賞
作
①
／
「
駆
け
落
ち
」
楽
ミ
ュ
ウ
／
絵
・
田
中
徳
喜

伽
北
野
マ
ッ
プ

倣
墨
い
る
で
つ
づ
る
恋
歌
・
源
氏
物
語
⑩
／
「
霞
木
」
国
広
節
夫
・
国
広
富
美
子

慨
海
・
船
・
港
／
「
ワ
ン
・
ナ
イ
ト
・
ト
リ
ッ
パ
ー
」
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵
池
田
年
夫
松
原
卓
也
森
田
篤
志
森
田
純
三
藤
原
保
之

米
田
英
男

１
月
号
目
次
●
１
９
９
４
１
３
９
３

ｰ

ａ｡

ダ＆

８，
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B e f O r e A f f e r お悩みのあなたには、
最新脂肪吸引法( ＨｌＭ法) がお勧め。気になる部分
の脂肪だけを安全・確実に取り除きます。二度と太
る心配もなく、アフターケアも万全。
見違えるほど素敵なプロポーションで、あなたはカ
ンペキ。
◇費用は、ホホの脂肪取り２８万円、腕2 8 万円、お腹
3 8 ～5 8 万円、お尻3 8 万円、太もも3 8 ～4 8 万円( 太も
も全体6 8 万円）、ふくらはぎ3 8 万円。
もちろん、一三の目をクッキリした二三にしたい人、
低い皇筋を通して高くしたい人もお気軽にご相談下
さい。
◇二三術……1 2 万円◇隆鼻術……2 3 万円
◇ワシ鼻修正……2 8 万円
P ＲＦＳＦＮＴ

蛎轄ｂＡ２螺

◇最新脂肪吸引法
下ぶくれ、エラ張り

で顔が大きく見える人。
二の腕が太い人。ポツ
コリと出たお腹のせい
で、水着が恥ずかしい
人。大きなお尻、外側
に張り出した太もも、
太いふくらはぎで、脚
線に自信が持てない人

Ｏ

余分な脂肪がついて
お悩みのあなたには、

丞
叡
イ
ル
の
悩
み
は
、
脂
肪
吸
引
で
ス
ッ
キ
リ
。

第19回

神 戸文学賞
募集要項

賓
「
且

零！

■応募作品は日本語で書かれた小説とし、応募資
格は問いません。ただし応募作品は、一人一篇に
限ります。

■応募作品は未発表原稿、または締切以前、一年
未満に発行された同人誌に掲載したものに限りま
す。
■原稿枚数は6 0 ～7 5 枚前後。ただし連載を前提と
し、１４～1 6 枚を１回分、４～５回の連載に耐え得
る作品であること。
■原稿には住所、本名（筆名) 、年齢、職業、略
歴を明記し、4 0 0 字程度の作品梗概を必ず付けて
下さい。
■締切りは平成６年８月3 1 日（当日消印も有効）
です。
■受賞作品発表は本誌平成７年新年号にて発表し、
同号より作品を連載します。
■原稿の返却、選考経過などに関する問い合わせ
には応じられません。
■受賞作品の著作権は本誌に属します。
■受賞者には副賞として賞金3 0 万円が贈られます。
■原稿の送付、お問い合わせは、〒6 5 O 神戸市中
央区東町1 1 3 - 1 大神ビル９階月刊神戸っ子
「神戸文学賞係」まで。

ＴＥＬ（0 7 8 ）3 3 1 - 2 2 4 6

識

主催･ 月刊神戸っ子､詞07 5 ( 3 4 4 ) 3 3 8 6 <女性〉

神戸市中央区三宮町

:品川美容ﾀ|､科形成外科
窓078(331)7183<女性〉
壷078(331)4102<男性〉

診療時間ＡＭ１０:００～P M 7 : ００(年中無休）
※各種クレジットカード・ローン可
函０６( 3 1 2 ) 1 4 2 0 < 女性〉函｛

美容筆形に関しての最新悩報を満載した本「スーパー美容術のすべて－美しさ自由自
在」品川美容外科監修）を抽選でプレゼント。ご希望の方はハガキに住所･ 氏名
年齢電話番号を書いて下記の宛先までお送り下さい。
〒1 0 8 東京都港区港南2 - 6 - 3 新富ビル3 Ｆ
ビューティークラブ「スーパー美容術のすべて」プレゼント神戸っ子係まで

２４時間無料 ﾃ ｰ 案内｜
函Ｏ１２０－ＯＯ６４７７

神戸市中央区三宮町
1 - 3 - 3 小林ビル6 Ｆ
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ＨＰ
一
堂

Ｆ ー．

１
』

韮

■巳
阿

■
同
“
■
唾

０

『
画

蝿
誌

７
月
の
神

あ
っ
た

左／ニットコート
￥12,800

中／ＭＡＣ
オリジナル
ダウンコート

￥27, 0 0 0
トレーナー
￥13,000

右／コート
￥39,000

トレーナー
￥1 5 . 0 0 0

Ｍ ＡＣ
ＳＩＮＣＥ１８９５Ｋ○ＢＥ

ＨＥＡＤＯＦＲＣＥ７ＦＮＥＷＣＥＮＴＥＲ１－６－２２/ ＳＡＮＮＯＭｌＹＡ－ＣＨＯＣＨＵＯ－ＫＵＫＯＢＥＣｌＴＹＯ７８－３９２－１６５１
ＳＡＮＮＯＭｌＹＡＭＡＣＳＡＮＮＯＭＩＹＡＣＥＮＴＥＲ－ＧＡｌｌＯ７８－３９１－０８９５
ＴＨＥＢＬＡＺＥＲＳＨＯＰＭＡＣＴＯＲ－ＲＯＡＤＯ７８－３９１－０８９６
ＤＯＬＣＥＭＡＣＳＡＮＮＯＭ１ＹＡＣＥＮＴＥＲ－ＧＡＩ２０７８－３３２－０１４１
ＰＬＥＮＴＹＭＡＣＳＥｌＳｌＮＰＬＥＮＴＹ２ＦＯ７８－９９２－００８８
ＦＥＳＴＡＭＡＣＨＩＭＥＪｌＦＥＳＴＡ２ＦＯ７９２－８９－4 7 3 ８
ＢＥＮＥＴＴＯＮＭＡＣＡＫＡＳＨＩＦＯＲＵＳ４ＦＯ７８－９１３－８１４２
ＳＵＮＶｌＯＬＡＭＡＣＴＡＫＡＲＡＺＵＫＡＳＵＮＶＩＯＬＡ３ＦＯ７９７－７１－４８３０
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産。

／

、

あけましておめでとうございます
知真調和

副家 戊瀬香元・成瀬香泉家元・成瀬香梅

盛物．いけぱな

知 香流
③本部神戸市灘区深田町２丁目３－４T E L 8 5 1 - 8 1 1 3
●ＪＲ六甲道駅前メイン六甲Ｂビル3 0 3 - 6 T E L 8 5 1 - 3 3 0 5
、神戸新聞文化センター( K C C ) 神戸新聞会館９階T E L
2 2 1 - 9 5 5 7 ⑬神戸新聞文化センター姫路支部姫路市本町
６９T E L ( 0 7 9 2 ) 2 2 - 4 3 2 0③兵庫県民会館県庁東側6 0 6号

、

ノ
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■
｜
私
の
意
見

〈
幸
塵
読
綜
林
宿
シ
Ｆ
イ
ア
・
グ
ル
ー
プ
〉

自
分
た
ち
の

持
っ
て
い
る
も
の
を

分
か
ち
合
う
こ
と
を

１
３１
１

ア
ナ
マ
リ
ア
。
レ
オ
ン
ハ
ー
ト

私
は
神
戸
生
ま
れ
、
神
戸
育
ち
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
す
が
、
現

在
、
海
星
病
院
で
外
国
人
患
者
た
ち
を
精
神
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
こ
う
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
感

じ
る
こ
と
の
ひ
と
つ
に
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
と
る
姿

勢
が
日
本
人
に
は
不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
病
院
の
看
護
婦
達
が
外
国
人
患
者
と
接
す
る
時
、
英

語
な
ら
英
語
で
な
か
な
か
話
し
か
け
ら
れ
な
い
、
質
問
は
す
る
け

れ
ど
も
そ
こ
で
会
話
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
、
ど
う
返
事
を
し
よ
う

か
と
い
う
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
て
相
手
の
言
う
こ
と
を
素
直
に

聞
け
な
い
な
ど
、
上
手
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
な

い
場
面
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
恥
ず
か
し
が
り
屋
で
、

完
壁
主
義
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
日
本
人
の
国
民
性
に
因
る
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
言
葉
が
十
分
に
出
来
な
く
て
も
何
と

か
二
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
を
と
ろ
う
と
す
る
他
国
の
人
達
と
は
対
照

的
で
す
。
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
互
い
に
気
持
ち
や
思
い
を
通

い
合
わ
す
こ
と
で
す
が
、
日
本
人
は
特
に
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ

と
、
伝
え
た
い
こ
と
を
相
手
と
分
ち
合
う
こ
と
が
う
ま
く
で
き
て

い
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
神
戸
の
あ
る
養
護
学
校
に
知
り
合
い
の

外
国
人
の
御
子
息
が
通
っ
て
い
ま
す
が
、
何
が
あ
っ
て
も
他
の
学

校
に
は
変
わ
り
た
く
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
施
設
が
充
実
し
て

い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
何
よ
り
も
先
生
方
が
素
晴
ら
し
い

と
い
う
理
由
か
ら
で
す
。
私
は
常
々
、
日
本
の
幼
稚
園
と
小
学
校

は
世
界
一
の
シ
ス
テ
ム
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ア
ノ
が
弾
け
な

い
と
先
生
に
な
れ
な
い
こ
と
、
折
り
紙
、
遊
戯
、
歌
を
は
じ
め
多

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
こ
と
、
ど
ん
な
時
で
も
先
生
が
子
供
た

ち
の
傍
に
い
る
こ
と
、
そ
し
て
き
っ
ち
り
し
た
先
生
が
多
い
こ
と

な
ど
、
諸
外
国
に
比
べ
優
れ
て
い
る
点
を
多
く
持
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
外
国
、
特
に
欧
米
の
真
似
を
し
、
多
く
の
も
の
を
取
り

入
れ
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、
自
分
の
文
化
が
昔
持
っ
て
い
た
、

あ
る
い
は
今
持
っ
て
い
る
良
い
面
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
る
気
が
し

ま
す
。
自
分
た
ち
の
持
っ
て
る
文
化
を
も
う
一
度
見
直
し
て
み
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て
も
、
社
会
の
あ
り
様
、
ま
た
文
化
に

し
て
も
、
自
分
た
ち
の
持
っ
て
い
る
も
の
を
他
と
分
ち
合
う
こ
と

が
日
本
人
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
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北欧の銘栗

蕊ユミノヒ仏. .刀工外
本社〒6 5 1 - 2 1 神戸市西区北別府2 - 1 - 2

ＴＥＬ.(078)974-9756円凸bＸ(078)974-9758
大阪営業所〒5 5 8 大阪市住吉区苅田町7 丁目1 2 - 1 9

TEL.(06)697-9435ＦＡＸ(06)697-4188
束京 ･ 名古屋・大阪・神戸

鍵
鶏
鍵
灘
嬢
繍
鍵

謹 賀新年△
ＳＡＭＯＴＯＣＬＩＮＩＣ

禄といつし｡<７(:、

☆佐本産科。婦人科☆
佐本学

神戸市兵庫区中道通４－１－１５
恋078-575-1024(病室恋078-576－9639）

市バス上沢４停南スグ
●駐車場完備●

篭議蕊霧議

･ 鵜驚

あや

赤ちゃん:佐本彩ちゃん(平成5年８月7日生まれ）
ママ: 玲子さん

「彩が生れて私達の喜びもふえました。
どうか健やかに育つ様に1 1 」

噸

聴篭蕊

叩
撰蕊

佳腔
瀬
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こ
う
し
て
わ
た
し
は
い
く
つ
の
ま
る
い
部
屋
の
中

み
か
ん
の
中
の
み
か
ん
に
は
い
り
こ
ん
で
遊
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う

初
日
に
め
ざ
め
る
と
わ
た
し
の
か
ら
だ
は

ま
ぶ
し
い
金
色
の
か
お
り
に
染
ま
っ
て
い
る（

詩
集
『
祝
火
』
所
収
）

除
夜
の
鐘
を
き
き
な
が
ら

金
色
の
み
か
ん
の
皮
に
指
を
立
て
る
と

押
し
返
す
よ
う
に
し
て
老
人
が
破
れ
か
ら
首
を
出
し
た

ｌ
ち
ょ
っ
と
ま
あ
お
は
い
り
中
は
あ
た
た
か
い

（
で
も
ど
う
や
っ
て
は
い
る
の
？
）

穴
を
の
ぞ
き
こ
む
と
頭
か
ら
吸
い
こ
ま
れ
て

気
が
つ
く
と
み
か
ん
の
中
に
す
わ
っ
て
い
た

ま
る
い
部
屋
の
壁
は
ふ
わ
ふ
わ
し
た
白
い
も
の
に
覆
わ
れ

な
る
ほ
ど
八
中
は
あ
た
た
か
い
ｖ
の
だ

老
人
の
前
に
は
碁
盤
が
お
い
て
あ
り

彼
は
相
手
が
ほ
し
か
っ
た
ら
し
い

黒
を
と
っ
た
わ
た
し
を
軽
く
負
か
す
と

に
こ
に
こ
し
て
盆
の
み
か
ん
を
ひ
と
つ
く
れ
た

わ
た
し
が
そ
の
か
ぐ
わ
し
い
皮
に
指
を
立
て
る
と

そ
こ
か
ら
ま
た
く
つ
の
老
人
が
首
を
出
し
た

ｌ
ち
ょ
っ
と
ま
あ
お
は
い
り

琴= ＜＝＝

目
ポ
エ
ム
・
ド
・
コ
ウ
ベ
八
１
月
Ｖ

１
３３
１

初
夢
多
田
智
満
子
絵
／
石
阪
春
生
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伝藤原行成筆升色紙
平安時代（白鴎美術館蔵）

美
術
品
と
い
え
ば
昔
は
特
殊
な
人
々

の
愛
玩
品
と
い
う
こ
と
で
、
一
般
に
は

眼
に
ふ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で

す
。
ま
し
て
や
大
名
道
具
に
至
っ
て

は
、
殿
様
で
さ
え
ほ
と
ん
ど
持
出
す
こ

と
も
な
く
次
の
代
へ
伝
え
、
こ
と
に
将

軍
家
か
ら
拝
領
の
品
と
な
る
と
、
う
っ

か
り
出
し
て
段
し
で
も
し
た
ら
藩
の
存

亡
に
も
か
か
わ
る
と
あ
っ
て
、
庫
の
奥

深
く
仕
舞
わ
れ
て
い
て
、
お
茶
会
に
用

い
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
破
天
荒
の
こ

と
で
す
。

と
こ
ろ
が
今
日
は
こ
れ
ら
の
美
術
品

の
多
く
が
美
術
館
に
納
ま
り
、
公
開
展

示
さ
れ
、
ま
た
個
人
所
有
の
も
の
も
お

茶
会
の
名
に
お
い
て
多
く
の
人
々
の
手

近
に
登
場
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

今
日
美
術
館
の
数
は
急
激
に
増
加

美
術
館
あ
れ
こ
れ

斜
馴
術
郷
一
畢
野
》
》
》

随
想

二
題

美
術
館
に
は
一
一
つ
の
性
格
が
あ
り
、

そ
の
内
容
は
と
も
か
く
と
し
て
、
一
つ

は
自
ら
の
趣
味
で
集
め
た
美
術
品
を
、

そ
の
ま
ま
美
術
館
に
し
た
も
の
と
、
初

め
か
ら
美
術
館
を
創
め
る
つ
も
り
で
美

術
品
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
さ
れ
た
も
の
と

が
あ
り
ま
す
。
官
公
立
の
美
術
館
は
言

う
ま
で
も
な
く
後
者
で
す
が
、
私
立
は

ほ
と
ん
ど
前
者
で
す
。
た
だ
例
外
と
し

て
公
立
で
も
個
人
の
収
集
を
そ
の
ま
ま

譲
り
受
け
て
美
術
館
に
し
た
例
も
幾
つ

か
あ
り
、
逆
に
私
立
で
も
大
和
文
華
館

の
よ
う
に
初
め
か
ら
美
術
館
目
標
で
収

集
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

さ
て
こ
こ
で
美
術
館
鑑
賞
の
秘
訣
を

お
教
え
し
ま
し
ょ
う
。
多
く
の
観
覧
者

は
、
ま
ず
解
説
を
読
ん
で
か
ら
作
品
を

見
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。
一
点
一

点
解
説
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
大
抵
の

人
は
途
中
で
く
た
び
れ
て
後
半
に
は
も

う
精
力
を
使
い
果
し
、
肝
心
の
名
作
を

見
落
し
た
り
、
鑑
賞
意
欲
を
失
っ
て
し

し
、
終
戦
後
間
も
な
く
小
林
一
三
先
生

が
、
最
低
一
県
に
一
館
は
美
術
館
は
有

る
べ
き
も
の
と
提
唱
さ
れ
ま
し
た
が
、

は
る
か
に
そ
の
希
望
を
越
え
て
、
東
京

あ
た
り
は
区
ご
と
に
美
術
館
が
持
た
れ

よ
う
と
し
て
お
り
、
関
西
で
も
各
市
に

美
術
館
が
作
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

、
ウ
，
剛
埼
禽
潔
蝉
溌
潟
？
溌
舞
竣
耕
乱

ま
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
そ
こ
で
提
唱

し
た
い
の
は
、
先
に
作
品
を
直
視
し
て

下
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
時
何

が
し
か
の
感
動
を
覚
え
た
ら
、
そ
れ
か

ら
解
説
を
読
ん
で
下
さ
い
。
そ
の
時
ま

す
ま
す
感
動
を
深
め
る
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
一
回
の
展
観
に
三
’
五
点
、
多
く

と
も
十
点
位
の
品
が
記
憶
に
留
め
ら
れ

れ
ば
大
満
足
だ
と
思
い
ま
す
。

又
も
う
一
つ
の
見
方
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
一
コ
ー
ナ
ー
或
は
一
ケ
ー
ス
ご

と
に
通
覧
し
、
も
し
自
分
が
求
め
る
な

ら
ば
ど
れ
に
す
る
か
、
好
き
嫌
い
が
あ

っ
て
勿
論
か
ま
い
ま
せ
ん
。
も
し
同
好

の
士
が
あ
る
な
ら
ば
大
い
に
論
争
し
て

下
さ
い
。
そ
の
時
の
印
象
は
強
く
残
る

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
判
断
力

は
自
ら
の
知
識
の
向
上
と
と
も
に
変
遷

し
ま
す
。
特
に
強
調
し
た
い
の
は
、
名

品
と
称
さ
れ
る
も
の
は
何
度
も
見
る
こ

と
で
す
。
初
め
に
値
打
ち
の
わ
か
ら
な

か
っ
た
も
の
が
次
第
に
見
え
て
き
ま

す
。
そ
れ
は
明
る
い
処
か
ら
急
に
暗
い

部
屋
に
入
る
と
、
初
め
は
何
も
見
え
な

か
っ
た
も
の
が
、
次
第
次
第
に
見
え
て

く
る
の
に
似
て
お
り
、
そ
こ
に
は
必
ず

感
動
が
湧
い
て
く
る
の
で
す
。

わ

１
３４
１

議篭灘鍵鱗識
野々村仁清作忍草絵茶碗
江戸時代（香雪美術館蔵）
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一
つ
に
ま
と
め
象
徴
的
に
使
わ
れ
た

り
、
そ
の
造
形
は
大
胆
で
機
知
に
富
み

民
衆
の
遊
び
心
を
か
き
た
て
て
く
れ
る

も
の
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
布
の
世
界

を
今
の
時
代
に
そ
っ
た
形
で
提
案
し
た

の
が
私
流
ハ
ウ
ス
。
フ
ラ
ッ
グ
で
す
。

布
一
枚
、
木
の
枝
に
く
く
り
つ
け
て

風
に
そ
よ
げ
ば
旗
と
な
り
ま
す
。
道
を

通
り
行
く
人
に
そ
の
家
に
住
む
人
の
顔

が
見
え
る
よ
う
な
旗
を
立
て
れ
ば
町
が

少
し
楽
し
く
な
る
の
で
は
と
い
う
考
え

で
す
。
現
在
約
三
百
点
の
旗
を
作
り
ま

し
た
が
、
今
秋
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド

の
神
戸
阪
急
に
お
い
て
「
ほ
の
ぼ
の
フ

ラ
ッ
グ
・
ア
ー
ト
展
」
と
題
し
そ
の
過

去
８
年
に
わ
た
っ
て
製
作
し
て
ま
い
り

ま
し
た
旗
の
数
々
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま

じ
え
て
約
釦
点
あ
ま
り
展
示
す
る
機
会

を
得
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
依
頼
者

か
ら
戻
っ
て
き
た
旗
を
手
に
し
て
、
人

の
い
と
な
み
の
中
で
息
を
吹
き
こ
ま
れ

た
旗
は
色
あ
せ
た
り
、
綻
び
た
り
し
て

い
る
分
だ
け
人
に
喜
び
を
与
え
て
く
れ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
思
い
、
そ
の
労
を

ね
ぎ
ら
っ
て
や
り
た
い
よ
う
な
妙
に
い

と
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で

し
た
。
中
で
も
今
春
ア
ラ
ス
カ
の
犬
ゾ

リ
レ
ー
ス
に
出
場
し
た
冒
検
家
舟
津
圭

三
氏
の
友
人
た
ち
か
ら
贈
ら
れ
た
旗
は

雪
原
の
中
、
小
枝
に
結
び
つ
け
ら
れ
た

旗
を
一
人
で
振
っ
て
は
バ
サ
バ
サ
と
い

う
音
の
響
き
を
聞
い
て
応
援
し
て
く
れ

て
い
る
人
々
を
思
い
出
し
て
は
勇
気
づ

け
ら
れ
た
と
お
手
紙
が
添
え
ら
れ
て
い

蕊
今
年
３
月
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
「
ハ

ウ
ス
・
フ
ラ
ッ
グ
」
を
提
唱
す
る
フ
ラ

エ
ア

ッ
グ
。
シ
ョ
ッ
プ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｅ
Ａ

を
開
店
し
ま
し
た
。
八
年
前
か
ら
我
が

家
印
の
旗
を
掲
げ
ま
せ
ん
か
と
ハ
ウ
ス

・
フ
ラ
ッ
グ
を
提
案
、
東
京
で
の
初
の

個
展
以
来
賛
同
者
が
増
え
旗
を
通
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ひ

ろ
が
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
の
暮
ら
し
の
中
で
か
つ
て
た
く

さ
ん
の
布
が
ハ
レ
の
場
面
を
彩
っ
て
き

ま
し
た
。
職
・
大
漁
旗
・
洛
中
洛
外
図

の
中
に
も
見
ら
れ
る
商
家
の
暖
簾
・
花

見
の
宴
の
慢
幕
、
そ
れ
ら
は
サ
イ
ン
の

役
割
を
果
し
た
り
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
り
、
に
ぎ
わ
い
と
活

気
を
演
出
し
た
り
、
多
く
の
人
の
心
を

福
井
恵
子

八
族
の
作
家
Ｖ

風
に
そ
よ
げ

ほ
の
ぼ
の
フ
ラ
ッ
グ

１
３５
１

ほのぼのフラッグアート展（於神戸阪急）会場にて

誇
持
す
る
も
の
で
は
な
く
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
あ
く
ま

で
も
人
間
讃
歌
。
自
然
讃
歌
の
旗
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
自
然

の
懐
の
中
で
風
と
太
陽
の
恩
恵
を
受
け

て
刷
翻
と
ひ
る
が
え
る
布
を
通
じ
て
自

然
と
一
体
に
な
っ
て
人
が
生
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ほ
ほ
え
み
の
も
れ

る
幸
福
の
旗
が
地
球
い
つ
ぱ
い
に
拡
が

っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
し
た
。
他
に
も
一
人
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
が
「
元
気
で
す
よ
」
と
毎
日
旗
を

掲
げ
て
み
た
ら
旗
を
通
し
て
会
話
が
ひ

ろ
が
り
友
人
が
増
え
た
と
喜
ば
れ
、
次

は
娘
た
ち
が
訪
ね
て
来
る
時
の
ウ
ェ
ル

カ
ム
・
フ
ラ
ッ
グ
を
と
再
依
頼
さ
れ
ま

し
た
。
夫
婦
の
旗
・
誕
生
祝
い
の
旗
な

ど
日
常
の
生
活
の
中
に
遊
び
心
の
楽
し

い
リ
ズ
ム
を
打
ち
込
む
た
め
に
使
わ
れ

は
じ
め
た
こ
の
よ
う
な
旗
は
所
有
権
を
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お
正
月
も
だ
ん
だ
ん
簡
素
化
さ
れ
て
、
私
達
が
子
供
の

頃
の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

孫
を
見
て
い
て
も
、
畳
の
部
屋
の
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で

暮
ら
し
て
い
る
か
ら
、
き
ち
ん
と
座
る
機
会
が
な
い
。
着

物
は
七
五
三
の
時
着
た
だ
け
で
、
次
は
成
人
式
の
振
袖
に

な
る
の
だ
ろ
う
。
淋
し
い
気
も
す
る
が
、
時
代
の
流
れ
で

仕
方
が
な
い
。

私
の
お
正
月
の
思
い
出
は
戦
争
と
共
に
あ
る
。
昭
和
十

二
年
に
小
学
校
に
入
学
し
た
。
そ
の
年
の
夏
に
、
慮
溝
橋

事
件
が
起
こ
り
、
日
本
は
戦
争
に
突
入
し
た
。

昭
和
十
三
年
の
お
正
月
は
ま
だ
の
ん
び
り
し
て
い
た
。

我
が
家
は
商
売
を
し
て
い
て
、
使
用
人
が
沢
山
い
た
。
間

口
の
広
い
店
は
、
家
紋
が
つ
き
遠
藤
氏
と
染
め
抜
い
た
幕

が
張
り
巡
ら
さ
れ
る
。

全
員
で
屠
蘇
を
祝
っ
た
後
、
父
が
一
人
一
人
に
お
年
玉

を
渡
す
。
そ
の
後
、
使
用
人
達
は
当
番
を
残
し
て
、
皆
遊

１
３６
１

び
に
出
て
し
ま
う
。

ガ
ラ
ン
と
し
た
家
の
中
で
、
私
は
母
に
促
さ
れ
て
宿
題

の
書
き
初
め
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
カ
タ
カ
ナ
で
『
バ

ン
ザ
イ
』
と
何
度
も
書
い
た
。
学
校
か
ら
指
定
さ
れ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。
バ
ン
ザ
イ
と
い
う
言
葉
を
、
七
歳
の
私
は

一
生
懸
命
書
い
た
。

父
母
は
私
の
書
い
た
書
き
初
め
を
、
床
の
間
に
ズ
ラ
リ

と
並
べ
て
飾
っ
た
。
そ
れ
か
ら
が
大
変
だ
っ
た
。
年
賀
に

来
た
客
は
、
父
か
ら
、

『
娘
が
書
い
た
ん
で
す
よ
。
ま
だ
一
年
生
だ
と
い
う
の

に
、
う
ま
い
で
し
ょ
う
』

と
言
わ
れ
、
仕
方
な
く
、

『
い
や
あ
、
大
し
た
も
ん
で
す
な
あ
。
将
来
が
楽
し
み
で

す
ね
』

な
ど
と
誉
め
る
。

『
筆
に
勢
い
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
我
が
子
な
が
ら
実
に
い

回
れ
ん
さ
い
エ
ッ
セ
イ

書
き
初
め

田
中
千
佳
八
作
家
Ｖ

絵
／
西
村
功
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い
字
で
す
。
一
枚
上
げ
ま
す
か
ら
、
表
装
し
て
お
宅
の
床

の
間
に
掛
け
て
下
さ
い
』

父
は
真
面
目
な
顔
で
、
客
に
私
の
書
き
初
め
を
持
た
し

て
帰
す
の
だ
。

有
難
迷
惑
だ
が
、
正
月
早
々
断
る
の
も
気
が
引
け
た
の

だ
ろ
う
、
何
人
も
の
客
が
持
っ
て
帰
っ
た
。
私
の
書
き
初

め
は
す
ぐ
に
売
り
切
れ
て
し
ま
い
、
父
は
大
満
足
で
、
い

び
き
を
か
い
て
寝
て
し
ま
っ
た
。

母
は
笑
い
な
が
ら
、

『
お
父
さ
ん
の
こ
と
だ
か
ら
、
娘
の
書
き
初
め
、
ち
ゃ
ん

と
表
装
し
て
掛
け
て
く
れ
て
い
ま
す
か
、
っ
て
そ
の
内
、

念
を
押
す
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。
困
る
わ
ね
』

と
言
っ
た
。

私
は
、
そ
れ
な
ら
止
め
れ
ば
い
い
の
に
、
一
緒
に
な
っ

て
『
ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
」
な
ん
て
言
っ
て
、
嫌
だ
な
あ
と

思
っ
た
。
そ
れ
に
、
そ
ん
な
に
上
手
で
も
な
い
の
に
、
他

人
に
押
し
つ
け
て
恥
ず
か
し
い
、
親
馬
鹿
も
い
い
加
減
に

し
て
ほ
し
い
と
強
く
思
っ
た
。

七
歳
の
子
供
の
方
が
、
ず
っ
と
ま
と
も
で
落
ち
着
い
て

い
た
。
何
で
も
よ
く
分
か
っ
て
い
た
と
思
う
。

そ
の
頃
、
学
校
で
は
月
に
一
回
、
子
供
達
に
慰
問
文
を

書
か
せ
た
。
私
が
初
め
て
文
章
を
書
い
た
の
は
、
八
戦
地

の
兵
隊
さ
ん
今
日
は
Ｖ
と
い
う
書
き
出
し
だ
っ
た
。

町
を
、
戦
地
へ
向
か
う
軍
隊
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
通
過

し
た
。
そ
し
て
、
民
間
の
家
に
割
当
て
で
、
何
人
か
の
兵

隊
さ
ん
が
泊
ま
っ
た
。
父
母
は
、
お
国
の
た
め
に
戦
争
に

行
く
の
だ
か
ら
と
、
精
一
杯
の
も
て
な
し
を
し
た
。

そ
の
人
達
に
も
、
私
は
手
紙
を
書
い
た
。
面
白
い
人
が

い
て
、
私
に
耳
を
動
か
し
て
見
せ
て
く
れ
た
人
が
い
た
。

東
北
出
身
の
兵
隊
さ
ん
だ
っ
た
。
私
は
、
た
ど
た
ど
し
い

字
で
『
今
デ
モ
、
ミ
ミ
ハ
ウ
ゴ
キ
マ
ス
カ
。
マ
タ
、
ウ
ゴ

カ
シ
テ
ミ
セ
テ
ク
ダ
サ
イ
』
な
ど
と
書
い
た
の
を
覚
え
て

い
る
。

息
子
が
お
世
話
に
な
っ
た
そ
う
で
、
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
す
と
い
う
手
紙
と
共
に
、
そ
の
人
の
親
元
か
ら
お
餅
が

送
ら
れ
て
来
た
り
し
た
。
戦
争
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ

余
裕
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
本
当
は
日
本
軍
は
中
国
で
負
け
て
い
て
、
そ

の
頃
穂
我
が
家
に
泊
ま
っ
た
東
北
出
身
の
兵
隊
さ
ん
は
全

部
戦
死
し
て
し
ま
っ
た
。
『
皆
、
い
い
人
達
だ
っ
た
の
に
』

と
母
が
泣
い
て
い
た
。
好
青
年
が
ど
ん
ど
ん
死
ん
で
い
っ

た
。昭

和
十
五
年
は
、
紀
元
二
六
百
年
で
、
日
本
中
が
祝
っ

た
。
書
き
初
め
も
八
八
紘
一
宇
Ｖ
な
ど
と
書
い
た
。
十
六

年
に
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
八
皇
国
日
本
Ｖ

は
ま
だ
し
も
ｖ
八
鬼
畜
米
英
Ｖ
な
ど
と
書
か
さ
れ
て
、
日

本
は
理
性
を
失
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
内
、
紙
も
筆
も
な
く

な
り
、
書
き
初
め
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
。

私
の
子
供
達
の
時
代
に
な
る
と
、
八
初
日
の
出
Ｖ
八
世

界
平
和
Ｖ
な
ど
と
な
っ
て
、
本
当
に
平
和
が
来
た
な
あ
と

感
じ
た
。
孫
は
ど
ん
な
書
き
初
め
を
す
る
の
だ
ろ
う
。
も

う
し
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

幼
い
頃
の
思
い
出
が
皆
、
戦
争
に
関
わ
っ
て
い
る
の
は
、

悲
し
い
こ
と
だ
。
教
科
書
も
八
ス
ス
メ
ス
ス
メ
ヘ
イ

タ
イ
ス
ス
メ
Ｖ
だ
っ
た
。
子
供
の
教
科
書
を
開
い
て

八
お
は
な
を
か
ざ
る
み
ん
な
よ
い
こ
Ｖ
と
書
い
て
あ

る
の
を
読
ん
だ
時
、
私
は
胸
が
詰
ま
っ
た
。

何
と
優
し
い
言
葉
、
情
感
が
豊
か
で
美
し
い
。
子
供
の

時
に
出
会
っ
た
言
葉
を
人
は
忘
れ
な
い
も
の
だ
。
こ
れ
な

ら
純
真
な
子
供
の
心
に
無
理
な
く
し
み
通
る
だ
ろ
う
。
二

度
と
子
供
達
に
八
鬼
畜
米
英
Ｖ
な
ど
と
書
か
せ
て
は
な
ら

な
い
。
私
は
声
を
出
し
て
ゆ
っ
く
り
と
、
子
供
の
教
科
書

を
読
ん
だ
。

１
３７
１

蕊
八
筆
者
紹
介
Ｖ
本
名
・
林
陽
子
。
朝
鮮
京
城
生
ま
れ
。
戦
後

引
き
揚
げ
て
京
都
に
住
む
。
旧
制
同
志
社
女
専
英
文
科
卒
・
ア

メ
リ
カ
系
商
社
に
就
職
。
結
婚
、
そ
の
後
出
産
の
た
め
退
社
、

以
来
専
業
主
婦
。
「
マ
イ
・
ブ
ル
ー
・
ヘ
プ
ン
」
で
昭
和
六
十
年

度
中
央
公
論
女
流
文
学
新
人
女
を
受
批
。
現
在
、
東
涯
区
在
住
。
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